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5月 28日（水）の 6時間目に、須恵東中学校で「ビブリオバトル」を開催しました。 

このビブリオバトルでは、発表者（バトラー）が「読んで面白い！」と感じた本を持ち寄り、順番に 1人 3分

間で紹介します。発表後は、オンラインでつながった全校生徒からの質問に答えるという形式で行いました。 

当日は、4人のバトラーが登場し、堂々と自分の言葉で本の魅力を語ってくれました。原稿を見ずに話しきる

その姿や、心に響く内容に、「すごいねえ～」と感動の声が上がりました。 

紙面の都合上、すべての発表をご紹介できないのが残念ですが、発表を通して「人に伝える力」や「心を動

かす話し方」についても学ぶことができました。みなさんも、自分のお気に入りの 1冊を紹介してみませんか？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

～校訓「自主」「創造」「友愛」～ 

ビブリオバトル in 須恵東  

“この本には、生きていくうえでの考え方の

ヒントがたくさんのっています! この本は私に

とって「考えられる自分でありたいと思える

本」でもあります。今日は、この本で特に心に

残っている「51 対 49」という考え方を皆さん

に紹介します。これは、相手の考えを理解し、

認めたうえで自分の意見に賛同してもらうこと

です。（中略）あなたはどう生きるか、思考の

旅に出かけてみませんか?” 

 

“今と違う当時の「常識」があり、現代と比

べながら読むことができるのもこの本の魅力の

１つです。（中略）吹奏楽部に入部している人

はもちろん、「音楽が好き」「仲間と成長して

いく話が好き」という人も楽しめる物語だと思

います。みなさん、ぜひこの本を手に取って読

んでみてください。そして、この本を読んで、

みなさんの音楽を奏でてみてくださいね。” 

“人はそれぞれ、生きていく中でいくつもの

普通や当たり前を目の当たりにするかもしれな

い。でも、それはその人にとっての普通とか当

たり前であって、自分にとっては違う。私は、

普通とか、当たり前に正解はなくて、一緒に人

生を歩んだり、成長したりしながら、自分なり

の正解をみつけていくのだと思います。” 

“本に出てくる言葉遊びが、ポイントです。

中でも私が好きな言葉遊びは、主人公の口癖の

「人生とは？」です。例えば、「人生とはプリ

ンみたいなもの。甘いところだけで美味しいの

に、苦いところをありがたむ人もいる」みたい

な。使って、いい言葉がたくさん出てきます

よ。この本を見る時はページをめくる手が止ま

りませんでした。” 

1年１組 

熊本 彩葉 さん 

３年１組 

佐藤 嘉洸 さん 

２年３組 

澤村 陽菜乃 さん 

２年３組 

花木 萌愛 さん 

作：汐見 夏衛 

★定期考査も終わり、いよいよ中体連大会が始まります！【糟屋区大会の日程】 

◎6月 14日（土）、15日（日） 

サッカー、バスケットボール男子・女子、 

野球、バドミントン男子・女子（14日のみ） 

◎6月 19日（木）：陸上 

◎6月 21日（土）、22日（日） 

バレーボール女子 

いよいよ、3年生にとっては最後の中体連大会がスタートします。これまでの練習の成果を 

十分に発揮して、仲間と共に最後まで頑張ってください。健闘を祈ります！！ 

「また同じ夢を見ていた」 

作：住野 よる 

「ないものねだりの 

君に光の花束を」 

 

「錨を上げて～ 

ぼくらのブラスバンド物語～」 
作：藤田 のぼる 

「君はどう生きるか」 

 作：鴻上 尚史 


